
県民交通災害共済に加入しましょう！

問　交通防災課

　　☎内線1685

交 通

安 全

　共済期間中交通事故でけがをした場合、入院や通院した実日数により見舞金が支払われます。

もしもの交通事故に備えて家族みんなで加入しましょう。

◆共済期間　平成29年4月1日～平成30年3月31日

　※4月1日以降に加入の場合は申し込み日の翌日から

平成30年3月31日まで。

◆会費　一般：900円

　　　　中学生以下：500円（平成29年4月1日現在で中学生以下の方）

　※平成29年9月30日以降の申し込みは半額。

◆見舞金　死亡：100万円　傷害見舞金：2～30万円

　身障見舞金：50万円（治療実日数3日以上の事故が対象、見舞金請求期間は事故の翌日から2年以内）

◆申し込み・問い合わせ　交通防災課☎内線1685

平成29年度加入受付開始

２月１日（水）～

発生件数 死 者 数 負傷者数

茨城県内
平成28年 10,456件 150人 13,441人

前年比 －1,157件 ＋10人 －1,694人

牛久市
平成28年 337件 0人 428人

前年比 －39件 －1人 －74人

資料提供：茨城県警察本部　平成28年12月31日現在

交通事故

死者数
150人

（前年比＋10人）

全国ワースト

前年11位 8位

高齢者の

死者数
73人

（前年比＋4人）

全国ワースト

前年10位 9位

①�年齢別では、高齢者（65歳以上）の死者数が73人で最も多く、全死者数の48.7％

②原因別では、わき見漫然運転が37件で最多。飲酒運転は19件で前年より6件多い。

③時間別では午後4時～6時が20人で最多。

④四輪車乗車中の死者57人中38人がシートベルト非着用。38人中22人は着用して

いたら助かった可能性あり。

⑤高齢運転者が起こした交通死亡事故は46件で前年（22件）の2倍以上。

茨城県内の
交通死亡
事故の特徴

茨城県内と牛久市の交通事故発生状況

平成28年1月から3月末までに、茨城県内では289件のスリップ事故が発生しました。

橋の上やカーブ、坂道、山道、トンネルの出入り口など

スリップ事故が多発します。

安全な速度と十分な車間距離をとり、「急」のつく運転はやめましょう。

こんな場所は
要注意！

（平成28年中）

市内小中学生の申し込みはこれまで

各学校を通して行ってきましたが、

今回から交通防災課での受け付けと

なります。
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